
改

正

後

改

正

前

（
国
債
の
名
称
及
び
額
面
金
額
）

（
国
債
の
名
称
及
び
額
面
金
額
）

第
一
条

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
国
債
の
名
称
は
、
第
三
十
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
以
下

「
国
債
」
と
い
う
。）と
し
、
額
面
金
額
は
、
百
十
万
円
と
す
る
。

第
一
条

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
国
債
の
名
称
及
び
額
面
金
額
は
、
次
の
表
の
各
号
の
上
欄
に

掲
げ
る
規
定
に
係
る
も
の
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
名
称
及
び
当
該
各
号
の
下
欄
に
掲

げ
る
額
と
す
る
。

規
定

名
称

額
面
金
額

一

法
第
三
条
第
一
項

特
別
給
付
金
国
庫
債
券

二
十
万
円

二

法
第
三
条
第
二
項

第
四
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

六
十
万
円

三

法
第
三
条
第
三
項

第
十
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

百
二
十
万
円

四

法
第
三
条
第
四
項

第
十
七
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

百
八
十
万
円

五

法
第
三
条
第
五
項

第
二
十
二
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

二
百
万
円

六

法
第
三
条
第
六
項

第
二
十
七
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

二
百
万
円

第
二
条

﹇
略
﹈

第
二
条

﹇
同
上
﹈

（
記
名
）

（
記
名
）

第
三
条

国
債
に
は
、
そ
の
裏
面
に
厚
生
労
働
大
臣
又
は
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
百
二
十
五
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
た
者
が
特
別
給
付
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
と
し
て
裁
定
し
た
者
（
以
下
「
受
取
人
」
と

い
う
。）の
氏
名
（
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
記
名
の
変
更
の
手
続
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
変
更

後
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
そ
の
賦
札
に
「
記
名
」
の
二
字
を
表
示
す
る
。

第
三
条

特
別
給
付
金
国
庫
債
券
、
第
四
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
、
第
十
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
、
第
十
七

回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
、第
二
十
二
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
及
び
第
二
十
七
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券（
以

下
「
国
債
」
と
い
う
。）に
は
、
そ
の
裏
面
に
厚
生
労
働
大
臣
又
は
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給

法
施
行
令
（
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
百
二
十
五
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
属
す
る

事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
者
が
特
別
給
付
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
と
し
て
裁
定
し
た
者
（
以
下
「
受

取
人
」
と
い
う
。）の
氏
名
（
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
記
名
の
変
更
の
手
続
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
変
更
後
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
そ
の
賦
札
に
「
記
名
」
の
二
字
を
表
示
す
る
。

第
四
条

﹇
略
﹈

第
四
条

﹇
同
上
﹈

（
償
還
金
の
支
払
）

（
償
還
金
の
支
払
）

第
五
条

国
債
の
償
還
金
は
、
発
行
の
日
か
ら
五
年
間
に
均
等
償
還
の
方
法
に
よ
り
毎
年
四
月
三
十
日
及
び
十
月

三
十
一
日
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

第
五
条

国
債
の
償
還
金
は
、
発
行
の
日
か
ら
十
年
間
に
均
等
償
還
の
方
法
に
よ
り
毎
年
四
月
三
十
日
及
び
十
月

三
十
一
日
（
昭
和
六
十
年
九
月
一
日
を
発
行
日
と
す
る
国
債
に
つ
い
て
は
毎
年
二
月
二
十
八
日
及
び
八
月
三
十

一
日
）
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

令和年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
〇
財
務
省
令
第
三
十
号

国
債
に
関
す
る
法
律
（
明
治
三
十
九
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
一
条
第
一
項
及
び
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
国
債
の
発
行
交
付
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
国
債
の
発
行
交
付
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
国
債
の
発
行
交
付
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。




		2023-03-31T14:39:49+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



